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〈国語学研究室〉

はじめに

本稿では教育研究学内特別経費の配分を受けて筆者が開発中の、 1 6ビットパーソ
ナルコンビュータ上で稼働する言語地理学用のソフトウヱア EGL (Editor for 
Geo-Linguistics）について報告する。この分野にコンビュータを導入すること自体、

その目的・有効性の評価など、いろいろと議論ずることが可能であるが、本稿ではそ

の種の議論は最小限にとどめ、もっぱら現在までに開発されたシステムの動作の紹介

と今後解決すべき問題点の分析をおこなっている。

o. 

開発の動機とシステムの特徴

鳥取大学園語学研究室では 19 8 4年度以来、鳥取・島根県境地域の言語地理学的
調査を継続してきた。 1 9 8 8年夏までに 364集落の調査を終了し、現在はその成
果を『中海・大山周辺地域方言地図集』 (Linguistic Atlas around Nakaumi and 

Daisen; LAN Dと略する〉として公開するために分析を進めている（ ！）。

言語地図の編集は一般に大変な時間と労力を要する作業である。国立国語研究所の

『日本言語地図』の場合、一項目に平均200時間を必要としたというがは｝、 LA 
N Dの編集も本学教育学部に大学院が設置されていないこともあって、かなりの困難
が予想される。そこで、地図編集の能率を大幅に向上させるとともに人手による作業

にともないやすい不正確を軽減するために、編集作業の全般を支援できるソフトウェ

アの開発をおこなうことにした。

言語地理学の分野でのコンビュータ利用にはいくつかの前例がある。その先駆けと

なったのは徳川・山本（ 1967）であるが、一般に公開された実用レベルのプログラム
としては筑波大学の荻野綱男氏による方言調査分析用パッケージプログラム GLAP 
Sが有名である〈補注参照〉。 GLAP Sは 14 0 0 0行程のFORT RA  Nプログ
ラムであり、統計パッケージの SPS  SやBMD  Pのように大型機でのバッチ処理を
想定している。筆者はこのパッケージプログラムを実際に使用したことはないが、そ
のマニュアルや、いくつかの解説記事（荻野1977; 1981a ; 198lb；沢木，1984）か
ら判断する限りでは GLAP Sの特徴は包括性と一般性の徹底した追求にあると言う
ことができそうである。言語地理学の分析で必要とされる編集・分析作業はまず漏れ

なくカバーされているし、大型コンビュータ間での移植性もきわめて高いようである。

このように高度に完成されたパッケージプログラムが既に存在する以上、新たに同

じような動作をするプログラムを開発するのは無駄に思われるかもしれない。しかし、

実際には GLAP Sにもいくつかの問題点を〈その多くは上に述べた包括性と一般性
の追求という長所の裏面と考えられるものであるが〉指摘することができる。 EGL 
システムの開発にあたっては、その問題点を解決するために以下の新しい特徴を導入

することを試みた。
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③対話による語形編集

GLAP Sでは言語調査で得られた語形を整数コードとしてコンビュータに入力す
る。したがって沢木(1984）も指摘しているように、調査資料の全体に目を通してすべ
ての語形を洗いだしてからでなければデータ入力をおこなうことができない。また、
マニュアルが親切にも指摘しているように意味と切り離された数字のコーディングに

はエラーが発生しがちであり、特にキーボードに初めて触れる人間の場合はエラーが
多発するものと予想される。
EG Lはさきにも述べたように初心者に親切なシステムを目標としているので、通
常の文字を用いて（ 2バイト系文字も可能〉、調査票に近い姿で入力された語形を処
理できるようにしている。文字による入力〈意味と結びついた文字列の入力〉を採用
することによって入力エラーの発生率自体も低下するし、入力後のエラー検出も容易

になる。しかし、入力された雑多な語形を ・・・・換言すればS/N比の悪いデータ
を－－－－ そのまま言語地図に表現するわけにはいかないので、 GLAP Sが用意し
ているコード単位の強力な語形再編集の機能に代わる機能として文字入力された語形

間の合併機能を備えることにした。後に詳しく説明するが、これは CR T上に表示さ

れた語形の一覧表を眺めながらカーソルの移動によって複数の語形をひとつの代表語
形に合併していく対話型の編集機能である。この合併作業は従来の手作業による言語
地図制作の過程で作図者が紙と鉛筆によっておこなっていたメモ作業を感覚的に大き
なズレを生じない形でコンビュータ上に実現したものといえる。



2. 稼働する環境

現在EG Lは次のような環境で稼働している。 CR T上の言語地図をハードコピー
するためにはこの他にプリンタが必要である。また〈 〉内はオプションの周辺機器
である。
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3. E G Lによる語形編集処理の痴れ

フィールドワークから持ち帰った言語資料から EG Lを使用して言語地図を作成す
るまでの処理のうち、語形編集処理の部分の涜れ図を FI G. 1に示した。以下ではこ
の流れ図にそってEG Lの機能を紹介していく。

3. 1 データファイルの作成
これはEG Lを起動するまでに必要な作業である。 EG Lでは調査項目単位にデー
タファイルを作成する（ 4）。ワープロやエディタなどを利用して、調査票に記入され

ている語形をEG Lが読める形のファイルにするわけだが、このファイルを以下では
( E G L用〉デ｝タファイルと呼ぶことにする。 EG L用のデ｝タファイルではひと
つのレコードに以下のような順序でデータを並べる。各データの区切り（デリミタ〉

にはカンマ〈，〉を使用する。

地点番号，語形 1，語形2，語形3，備考 ↓ 

「地点番号Jは地図上の地点と一対ーに対応し 8桁以内でありさえすれば、どのよ
うなものでも構わない。数字でも文字でも両者が混在していてもよい。筆者の研究室
でLAN  Dのデータを入力した際には国研式の8桁地点番号を使用した。 「語形 1」
から「語形3Jまでは〈地点番号に対応する〉一人の話者が同ーの質問項目に対して

回答した語形が入る。つまり EG Lは一地点で最高三つまでの語形が併用されている
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データを処理できるように設計されている。 「備考Jには話者の内省などの情報を記
入する。 ＋はレコードの終わりを示す標識（ターミネータ〉であるが、ワープロで入
力する場合には単にリター’ンキーを押して改行しておけばよい（BASI Cなどでデ
ータを作成する場合にはCRコードを出力しておく。つまりただのシーケンシャルフ
ァイ JJ,である。〉
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同

3
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一
J
a

－
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ア
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データファイルの読込み

異なり語の検索

一ユ
一
ビ
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一
レ
・
一
プ
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異なり語の合併

デーファイルの出力

二つのEG Lファイルの合併

併用パターンの検索

一ユ一ピ
一

一
レ
一
一
プ
一 メニューによる処理

メニューにない処理
併用バターンの合併

EG  Lファイルの出力

FIG.1 E G Lによる語形編集の涜れ〈本文参照〉
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「語形 1～3」の長さは一応それぞれ 20文字（ 2 0バイト〉までとする（ 5）。実
は255文字までなら読み込むことが可能なのだが、後にCR T上で語形を編集する
際に語形の一部しか表示されないことになる。この場合にも最終的な編集結果は保証
されるので必要ならば20文字以上の「語形Jを入力しでも構わない。 「備考」の場
合は同様に一応 65文字までとする。 「語形 2J以下が存在しない場合は単にカンマ
だけを打っておけばよい。つまり EG L用データファイルではひとつのレコードに必
ず4個の、そして4個だけのカンマが含まれていることになる。先にも述べたように
EG  Lではカンマをデリミタとして使用しているので「語形」などのデータ中にはカ
ンマを含めではならない。また「語形 1」には必ず何かが記入されていなければなら
ない。 LAN  Dのデータ入力では無回答の地点には NRを、調査票の改訂による未調
査地点には NQを記入している。
ひとつのファイルに含まれるレコード数〈地点数〉は現在 500を上限として設定
している。これは暫定的な設定であり、コンビュータのメインメモリに 640Kバイ
トを実装した場合、 1 0 0 0レコードぐらいは楽に処理することができる。ただし現
実の問題としては調査地点数2400の『日本言語地図』を別格とすれば多くの言語
地図は 50 0地点以下であろうし、またこれ以上の地点数になると CR Tに記号を表
示する際にもよほどうまく地点が分散していないと見分けることが困難になるだろう。
ファイルの名前〈ファイルディスクリプタ〉はMSーD0 Sの制限にかなっていれ
ばなんでもよいが、拡張子に EGL,I隠れ TTNは用いないほうがよい。これらの拡張
子はEG Lシステムで独自の意味をもっているからである（ 6）。 LAN  Dのデータフ
ァイルでは QlOO.DATのように DATを用いた。

3. 2 E G Lの起動とファイルの読み込み
EG Lシステムを起動するためにはEG LのシステムディスクをドライブAにセッ
トし、 MS-DO Sのプロンプト A＞が表示されている状態で EGLとキ｝インして
リターンキ｝をおせばよいけ｝。ディスクから EG Lシステムが読み込まれEG Lの
タイトルが表示される。この状態で何かキーを押すと画面が変化し、スタートメニュ
ーが表示される（f'IG.2参照〉。 〈ちなみにEG Lを終了させるためにはスタートメ
ニューか、後述するメニュー 1が表示されている状態で F1 0を押せばよい。〉

1：オリジナルデータファイルの加工
2：二つのEG L形式ファイルの合併
3: COMMAND.CO刊の起動

4：言語地図の作成

f'I G.2 スタートメニユ｝〈本文参照〉

ここで既に作成されてディスクに格納されているデータファイルをEG Lに読み込
むためには「 1Jを選択する。画面が変化し、 ドライブ名とファイル名を指定するよ
うに要求があるので， ドライブ名には読み込みたいデータファイルが格納されている
フロッピーディスクがセットされているドライプの番号（A:,B:,c：など。詳しくは
MS-DO Sの解説書参照〉を指定してリターンすると、ここで指定されたドライプ
名が以後のファイル処理のためのデフォルト値として採用される（ 8）。続いてファイ

ル名を指定するとEG Lは指定が正しいかを確認してくるので、正しければ Yを、
誤っていれば Nを押す。 Vが押されてファイルが無事に読み込まれると（ 9）、新しく

メニユ－ 1が表示される（f'IG.3参照〉。
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1：現在の編集状態を見る
2：異なり語形の検察
3：異なり語形の合併（ 2の実行後に可能〉
4：併用バターンの検索
5：併用パターンの合併（ 4の実行後に可能〉
6：スタートメニューに戻る
7: co附ANO.CO門の起動

Ff G.3 メニユ－ 1 （本文参照〉
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( 1l 
( 1日）
( 1) 

告併の対象を選択してリターンキーを押し・てくだ、さい（ B Sキーで指定終了）

FIG.4異なり語合併処理中の画面 (LAN Dの調査項目 50番「トカゲJに

含まれる異なり語形の一覧。語形N0 6, 8は既に合併され白色で表示されて
おり、代表語形N07は水色である。 N08を囲んでいるのが疑似カーソル。〉
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最初に「合併のヒストリーを記録しますか？」という質問があるが、ここで Vを
選択すると以後の合併処理の全過程が現在のデータファイル名の拡張子を HSTに変
更したファイル（ヒストリーファイル）に記憶される。ヒストリーファイルは編集作
業のメモの役割を果たすものだが、将来はこれを利用して過去におこなった編集作業
をシステムが自動的に再現する機能を実現ずる予定であるけ針。
ヒストリ，ーに関する選択が終わると続いて「代表形を選択してリタ｝ンキーを押し
てください」というメッセージが表示され、ここから実際の合併処理が開始される。
FIG.4では、 LAN  Dの調査項目「トカゲ」のファイル（Q50.DAT)に含まれる 67
の異なり語のうち最初の40個が表示されている。このうち／ ~＂ 3-/ / ~~ヨF卜／の 2
語形をまとめて／ドョ斗／に合併するとしよう。
カーソルキ｝〈→←↑↓〉で語形を囲む疑似カーソルを移動させて／ドョート／にあ

わせ、リターンすると／~＂ョ→／に関する表示〈通し番号と語形と頻度〉が黄色から
水色に変化する。これで／ドョート／が代表形に選択された。ここで「合併の対象を選
択してリターンキーを押してください」というメッセージが出るので、／~~ヨ日／とノ
ドョート／を順次選択してリターンすると、今度は選択された語形が黄色から自に変化
し、頻度の表示が消えでなくなる。合併対象は一度に 30個まで選択することが可能
だが、選択が終了したら BSキーを押すか最後に選択した語形にカーソルをあわせた
まま再度リターンすればよい。すると画面が変化し、選択された代表形および合併対
象語形の確認がおこなわれ透。
ここで Nが押されると画面は代表語形の指定前の状態に復帰するが、 Vが押され
るとシステムはメモリに読み込まれた語形を検察し、合併対象語形があればそれを代
表形に書きかえて代表形の頻度を調整する。この処理が終了すると再び異なり語の一
覧表が表示され、代表語形の入力待ちの状態となる。－.s.合併がおこなわれると、そ
れ以前の状態を復元するためにはデータファイルの読み込みからやりなおしとなるの
で確認は慎重におこなった方がよい。また、合併処理の結果を確認したければエスケ
ープキー（ESC）を押してメニュー 1に戻り、－「 1」を選択することによってファイ
ルの内容を確認できる。もちろんこの後さらに合併処理を継続することも可能である。
40以上の異なり語を含むファイルの場合、最下行の語形に疑似カーソルをあわせ
た状態で↓キーを押すと画面が半分だけスクロールして次の 20語形が示される。異
なり語がある限り 500語までなら何画面でもスクロールしてゆくが、最後の異なり
語を含む画面ではもうスクロールをおこなわない。もちろん逆にスクロールして元の
画面に戻ることも可能である。このスクロール操作は ROLLUP., ROLL DOWNキーでも
可能である。

3. 4 代表語形の書換えと指定の取り消し
このような合併処理を好きなだけ繰り返して語形の編集を進めるのだが、適当な代
表語形が検索された異なり語の中にない場合は、代表語形を書きかえることもできる、
そのためには書きかえたい語形に疑似カーソルを合わせた状態でホームクリアキー〈
HO門ECLR）を押してからリターンすればよい。画面下部に「新しい語形（ 2 0文字以
内〉 沖」という表示が出るので新語形を入力する。
また既に代表語形に指定してしまった語形を他の語形に合併することも可能である。
この場合、画面表示が水色の語形を合併対象に指定しようとすると、システムは警告
音を発し「エラー 代表形は合併の対象になりません」と言ってくるので、まず代表
形の指定を解除する必要がある。そのためには水色の語形に疑似カーソルをあわせ、
デリ｝トキー（DEL）を押してからリターンすればよい（ 11）。

このようにしてすべての合併処理が終了したらエスケ｝プキーを押してメニュー 1
に戻り、 「4：併用パターンの検索」へと進むのだが、その前に合併処理作業におい
てしばしば威力を発揮する「プレビューJの機能について説明を加えておく。
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3. 5 プレビュー
ここまで語形の合併処理の方法を述べたが、実際の編集作業では二つの語形AとB
を合併してよいかが語形を見ただけではわからないことが多い。その場合、決め手と
なるのは語形の地理的分布であることが多く、それを知るためにはともかく一回地図
を描いてみる必要がある。もちろん必ずしも実際の地図を描く必要はなく、頭の中で
分布を視覚化できればそれでよいのだが、国研方式の地点番号では地点聞の関係を復
元するのが容易ではない。また、 A, Bの頻度が高い場合には想像力にも限界がある。
このような場合にそなえて語形の編集作業中に特定の語形の地理的分布を CR T上で
確認できるようにしたのがプレビュー機能である。ただし、プレビューを利用するた
めには、調査地点の座標を指定した「地点ファイル」 ( 4. 2参照〉を作成しておく
必要がある。
プレビューを利用するためには異なり語の一覧表がCR Tに表示されている状態で
F8を押す。すると画面が変化するので、まず〈最初にこの機能を利用する場合に限
って〉、地点ファイル名を指定する。続いて分布を確認したい語形を入力し、表示に
用いるグラフィック記号を指定すると（ 5種類用意されている〉、すぐに CR Tに分
布が示される（F' I G.5参照〉。指定された語形が存在する地点には指定したグラフィ
ック記号が描かれ、ぞれ以外の地点には 1ドットの白点が打たれる。地点ごとに記号
の色が異なることがあるが、これは第一答・第二答・第三答の別を水色・赤・黄色の
三色で区別しているからである。ここでリターンキ｝を押せばもとの編集画面に復帰
するが、続いて他の語形の分布を確認することもできる。その場合以前の分布に重ね
て新しい分布が表示されるので最大5種類の語形の分布を同時に表示することができ
る。実際にEG Lを利用して言語地図の作成をおこなうと、プレビュー機能によって
思わぬ分布を発見することがある。

a:q50.d.ヨtF'F:E'.)IE¥,J 

'f 
" 

1 ，，♀ロ

表示する語昨日

回答！｜｜買 12 :3 

回
国

目

’もコJ ー

,d 

I I 

4 

ESC：中止

。 臼

,.・ffi I 

I~ ・'I .I 

回

白
回

5 " 

FIG.5プレビュー画面 ( F' IG .4中の／γョート／［四角］と／ドョート／［縦線］
の分布を重ねて表示している。四角は縦線を取り囲むように、いわゆる周囲的
分布を示しているので相対的に古い語形であると考えられる。この2語形は合併
しない方がよいであろう。 F'IG.8と比較すれば調査地域の地理がわかる。〉
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3. 6 併用パターンの検索
異なり語の合併処理が終了すると、続いてメニュー 1の「4」を選び、 「併用バタ
ーンの検察」を実行する。異なり語の場合と同じ手JI闘で操作すればよいのだが、ここ
でEG Lが何をおこなっているのかを簡単に説明しておく。
EG Lでは最初から各地点で〈最高三つまでの〉語形の併用があることを想定して
いる。第一答＝ A・第二答＝ B・第三答＝ Cを（A, B, -C）と書くことにし、下の
ようなデ｝タがあったとする。

仮想デ｝タ 1
地点 1
地点2
地点3
地点4

(A, B, C) 
(A, D, B) 
( B, A, C) 
( D, A, B) 

このデータに「異なり語の検索Jを施すと A, B, C, Dの4語形が得られるわけだ
が、ここで語形Bを代表語形Aに合併処理すると、データは以下のように変化する。
処理前には異なった順原対であった地点 1と地点3が同ーのパタ｝ンになっているこ
とに注目してほしい。

仮想データ 2
地点 1
地点2
地点3
地点4

(A, A, C) 
(A, D, A) 
(A, A, C) 
(D, A, A) 

このデータに対し「併用バターンの検索」の検索を実行すると、まずデータは以下の
ように書き改められる。

仮想データ 3
地点 1
地点2
地点3
地点4

(A, C, 
(A, D, 
(A, C, 
( D, A, 

、‘，，、、，，、、，，、、，，

この後に検索が実行され、その結果3つのパターンが検出される。つまり「併用パタ
ーンの検索Jルーチンは①合併処理によって生じた語形の重複を調整し、②調整済
みの併用バタ｝ンを単位とした異なり語〈併用バターン〉を検出するのである。そし
てEG Lは最終的に言語地図を描くにあたっては、この併用パタ｝ンを単位にして記
号の割当などの処理をおこなうように設計されている。 〈この処理方法は通常の言語
地理学における「併用形」の処理法といささか異なったものである。この点’に関して
は6で再度とりあげる。〉

3. 7 併用パターンの合併
併用パターンの検察が終了すると画面には併用パターンの一覧が表示され、これに
対して合併処理をおこなうことができる（ 1 2）。処理の方法は異なり語の場合と全く同
ーであり、プレビューの機能も利用でき忍（ 1 3）。ここでもまた必要ならば語形〈バタ
ーン〉の分布を確認しながら合併を進めていくのだが、調査項目によっては調査地域
の全体にわたって全国標準語ないし有力な地域共通語が広く分布していることがあり、
その場合、これらの語形が他の小地域語とまんべんなく併用されるので併用パターン
の数が非常に多くなってしまう（ 1 4）。このような時に利用するための機能として「無
視語形の指定Jと「回答順の無視」がある。
「無視語形の指定Jは検索に先だって数個の語形を無視するように指定するもので
あり、先に 3. 6で用いた仮データを再度利用して説明すれば、仮想データ 2の検索
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にあたってAを無視語形に指定すると検索結果は

仮想データ 4
地点 1( c' ' ) 
地点 2 ( D, , ) 

地点3 ( c' ' ) 
地点4 ( D, , ) 

となる。もう少し複雑な例では、仮想デ｝タ 5に対して無視語形 1= B、無視語形2
=Cと指定した場合、仮想デ｝タ 6の結果を得る。

地点 1(A, B, C) 
仮想データ 5 地点 2 (B, C, A) 

地点3 ( B, C, 
地点4 (C, 

地点 1(A, 
仮想データ 6 地点2 (A, 

地点 3 ( C, 
地点4 (C, 

つまり、複数の無視語形が指定されている場合、先に指定したものが優先して無視さ
れる。また無視語形のみからなるレコードでは優先度の高い語形から無視してゆき、
最後に残った語形ひとつだけが残される。無視語形の指定をおこなうにはメニユ－ 1
で「併用パターンの検索」を選んだ際に表示されるメニュー 3で「4：無視語形の指
定」を選択すればよい。
次に「回答順の無視Jであるが、これは検索において（A, B）と（ B, A）、あ
るいは（A, B, C）と（A, C, B) (B, A, C) (B, C, A）などを同ーの
パターンと見なす指定である。この指定もメニュ－ 3でおこなえばよいが、現在の「
回答順の無視」プログラムにはパグが含まれており正確な動作が保証されない〈近日
中に対策を講じる予定である〉。

3. 8 E G Lファイルの出力と COMMAND.CO”の起動
F' I G .1に示した語形編集作業が終了したファイルは、その状態を保存するために一
度外部に出力する。 EG Lが出力する編集済みのファイルを「 EG L形式のファイル」
もしくは rE G Lファイルj と呼び、以後言語地図の作成にはEG Lフィルを利用す
る。 EG Lファイルはデータファイルと同じくシーケンシャルファイルである。
EG Lファイルとデータファイルを比較すると、以下の点で違いがある。①EGL 
ファイルの先頭第一行にはそのファイルに含まれる併用パタ｝ン単位の異なり語の総
数 Nが記入されている。②2行目から N刊行までには N個の異なり語の語形と頻
度が記入される。ただし、語形と頻度の間には後にグラフィック記号を示す記号を記
入することになるので、デリミターが一個加えられている。③ N+2行以降には地点
番号とその地点の併用パターンが記入されている。同ーの地点についてデータファイ
ルと EG Lファイルの相違を概念的に示すと以下のようである（ DはAに合併された
とする〉。 EG Lファイルでは併用バターンが一個のデータとして記録されている点
が重要である。

データファイル
地点 語形 1 語形2 語形3 備考
0 1, A, B, C, Aより Bが古 ↓ 
0 2, A, D, B, ↓ 

0 3, B, C, D, Bは昔使った ↓ 
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EG Lファイル（N刊行目以降〉
地点 併用パターン
01, A&B&C ↓ 
0 2, A & B ↓ 

0 3, B & C & A ↓ 

EG Lファイルの出力をおこなうためには、まず併用パターンの一覧表が表示され
ている状態かメニュー3の状態で Fを押す。すると画面が変化し、各種出力用のメ
ニュー4が示されるので、 「3：パタン毎の処理結果 ＝＝＞ ファイルJを選択する。
システムは出力先ファイルのデフォルト名称（デ｝タファイルの拡張子を EGLに代
えたもの〉を示し、確認を求めてくる。もちろん名称は自由に変更可能である。ファ
イルの出力が終われば画面はメニュー4に復帰する。以上で一応の語形編集作業は終
了する。続いて他のファイルを編集したければ ESCキーを 2回押してメニユ－ 1に
戻り、 「6Jを選んでスタートメニューに戻る。
ところでメニュー 1にはこれまで説明していなかった機能「 7:co門門ANO.C仰の起
動」があるので、ここで説明しておく。これはチャイルドプロセスと呼ばれるMs-
DO  Sの機能を利用して、 EG Lのシステムの中からプログラムを中止せずにDOS  
が提供する各種のコマンドを利用するためのもので、 M S-DO Sのコマンドインタ
ープリターである co附 ANO.CO門のコマンド〈内部コマンド〉すべてが無条件で使用
できる。例えば先ほど出力した EG Lファイルが本当に出力されているかどうかを確
認したければ、。IRコマンドで確認できるし、 TYPEを用いればファイルの内容を C
R Tやプリンターに出力することも可能である。 co州内ANO.CO”に含まれない外部コマ
ンド 、－－－ FOR門ATや CHKOSK－－－の場合はMSーD0 Sのファイルである FOR門AT.
co門や CHKOSK.CO”をシステムディスクに入れておけばよいのだが、メインメモリー
が384Kバイト以下ではメモリー不足のために利用できない（ I5l。M S-DO Sか

らEG Lヘ復帰するためには、 EXITと入力すればよい。

a. 9 ふたつのEG Lファイルの合併処理と現在の編集状態の保存
EG Lファイルは地図作成に用いる他に、複数項目を合併した言語地図を作成する
ためにも使用する。この機能を利用するためにはスタートメニューで「 2：二つのE
G L形式ファイルの合併Jを選択し、システムの指示に従って二つのファイル名を指
定する。 EG Lは第一のファイルの併用バターンを「語形 1J、第二のファイルの併
用パターンを「語形 2Jとみなして「併用パターンの検索Jを実行ずる。その際、 「
無視語形の指定J 「回答順の無視Jも指定可能である。
この機能は意味的に関連のある 2項目の複合地図を作成したり、あるいは多くの地
図に共通する音韻項目を一枚の地図にまとめる場合に有効である。 FIG.10ではLA 
N Dの調査項目で合助音に関係する 10項目を一枚にまとめている。このように 3枚

以上の地図を合併するためには「二つのEG L形式ファイルの合併」を繰り返し使用
すればよい。ついでながら、ちょっとしたテクニックを用いればEG Lファイルを単
独で読み込み、併用パタ｝ンの合併から処理を始めることも可能である（ 1 6）。

また、先に 3. 8でEG Lファイルの出力をおこなうために利用したメニュー4で
「4：現在編集中のデータファイル ＝＝＝＞ファイル」を選択することにより、合併
処理などを施したデータファイルをディスクに脅さ出すことができる。これは編集の
途中で一度EG Lを終了しなければならない場合に利用するために考えた機能である
が、オリジナルのデータファイル中で語形があまりに細分化されすぎていて、合併処
理にむやみに時聞がかかるような場合には、ある程度まで合併を進めたファイルを保
存しておくことによって次回からの分析の手聞をはぶくことも可能である。
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4. E G Lによる言語地図の作成

4. 1 地形情報の扱い方の特徴
以下では編集済みのEG Lファイルから CR Tに言語地図を描くまでの方法を説明
する。 EG Lでは通常の言語地図に盛り込まれる地理的な情報を 2種類に分けて取り
扱う。ひとつは海岸線・河川・等高線・交通路など普通の地形図が表現している情報
であり、これらは「地形ファイルJに書き込まれる。もうひとつはデータファイルお
よびEG Lファイルの地点番号に対応ずる調査地点の平面座標の情報であり、これは
「地点ファイル」に書き込まれる。そして地形ファイルと地点ファイルとは完全に独
立しているので、相互に自由な組み合わせが可能である。従来の言語地理学でも、海
岸線と交通路だけの白地図と等高線を描いた白地図の2種類を用意して必要に応じて
使い分けるといった工夫がおこなわれていたが、 EG Lでは複数の地形ファイルを用
意することによって、これと同じ効果を得ることができる。しかも ・”・言うまでも
なくー－－ 語形の情報もまた EG Lファイルという形で独立しているので、異なった
表現効果の言語地図を簡単に何種類も作成して見比べることができる。これは手作業
による地図作成では絶対に体験することのできなかった世界である（ 1 7】。

4. 2 地形ファイル・地点ファイルの作成
地形ファイル・地点ファイルはともにBASI Cのシーケンシャルファイルであり、
基本的には共通した性格のものである。まず地形ファイルを例にとって説明しよう。
地形ファイルを作成するためには、調査地域の白地図に該当する作業用白地図を前も
って作成しておく必要がある。ただし、この地図は完成した〈すぐにスタンプを押せ
るような〉ものである必要はない。適当な大きさの地形図の上に調査地点が示されて
いる四角形のものであれば何でもよい〈極端な場合、フリーハンドで描いた地図であ
ってもよい〉。そしてこの地図上のすべての点に対し何らかの方法で一意的に二次元
の直交座標上の値を決定できるようにしておく。例えば、すべての調査地点を含むよ
うな長方形を描いてその左下を座標原点（0,0）とし、あとすべての地点を座標原点か
らのx, y座標で表せばよい。
ファイルの先頭第一行には作業用地図の作図範囲の左下隅の座標（XO,YO）を入力
する。第二行には作図範囲の右下隔の座標 (Xl,Yl）を、第三行には作図範囲の右上
隅の座標（X2,Y2）を入力する。これらの値をもとにコンビュータは以後入力される
座標値を正規化してファイルに記憶するので同じ地図を何回入力しでもその度に座標
がずれる心配はほとんどない〈例えば一回目はセンチで二回目はインチで座標を入力
しでもよい〉。

(X2,Y2) 

作業用白地図

一一一一一一一；（X,Y）座標値

(XO,YO) (Xl, Yl) 

四行目以降には地形を表現するための具体的な座標値の情報が書き込まれるが、 E
G Lではすべての地形情報を「ひと筆書き Jの要領で表現している（ 18）。例えば海岸
線を表す複雑な曲線はCR T上では細かく指定された座標の聞を短い直線で結んで表
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，，
 
J

／
J
 

B
t
v
a
’W
E
l
v
－－
v

，iv
 

dv

’A
’i
’t
1
A

’i
 

ファイルの内容
141 ,741 .j. 

3738' 742 .j. 
3758,2364 ↓ 

1' 11 ' 1165' 
2' 20' 1165' 
3, 31 , 1173' 

4, 40' 1182' 

5, 43' 1193' 

－・・〉

・・・〉

・・・〉

・・・〉

．開園〉

・・・〉

・・・〉

司個・〉

情報
(XO,YO) 
(Xl, Yl) 

(X2,Y2) 

地点 1

地点 2
地点 3
地点 4
地点 5

Lヨート愉

2 
3 
4 
5 
6 

7 
8 

次に地点ファイルの作成であるが、最初の3行に座標正規化のための情報を入力す
~点は地点ファイルを同ーである。 4 行固からは個々の調査地点の x, y座標を入力
すればよいのだが、各レコードの先頭にはEG Lファイルと対応ずる地点番号が必要
である。 「番号」や「フラグ」は必要ない。 LAN  D用に作成した地点ファイル（L
AND.TTN）の冒頭を参考までに示す。

－E
V

・’W
B
I
v
－－
v
e
l
v

ファイルの内容
142, 740 ↓ 
3738,742 ↓ 
3757,2362 ↓ 

64024309, 424 ' 1576 

64024338, 416 ' 1542 
64024475, 504 ' 1514 

64024491, 456 ' 1489 

64025359, 419 ' 1414 

ー・・〉

・・圃〉

・・・〉

・・・〉

・・ー〉

・・・〉

・・・〉

ー・・〉

情報
(XO,YO) 
(Xl, Yl) 
(X2,Y2) 

地点 1
地点 2
地点 3
地点 4
地点 5

Lヨート‘

2 
3 
4 
5 

6 

7 

8 

地形ファイル、地点ファイルともに座標の数字が大きな値になっているが、これはA
3版の白地図を読み取り精度 O.lmmのデジタイザーで入力しているためである。 EG 
Lにはロジテック社のデジタイザ－MYPAD-A3（門ODELK-510 mk2 ）を使用
して簡単に地形・地点ファイルを作成できるユーティリティープログラム ( DZ IN. 
BAS ）が付属しているが、本稿ではその使用法を説明するスベースがない。
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1：ファイル読み込みとグラフィック記号の割当
2: CR  Tに言語地図を作成
3：グラフィック記号の調整
4 : COMMAND. CO”の起動
5：語形編集に戻る
6：凡例のプリンタ出力

（本文参照〉メニュー5FIG.6 

B：系列選択

頻度
( 4) 

( 1) 

( 16) 
( 1) 
( 14) 
( 9) 

( 2) 
(194) 
｛日）
（日）
〈日｝
｛日｝
｛日）
｛臼）
〈日）

国

⑥

口

令

T

A

V

F6：画面↓ F7：画面↑

NO 語形
2 soト~OTA
4宇、、ヨート巴ジ、、ヨー卜
6 ：／、ヨートー
8ジ、、ヨートージ色 ν町一リトリ
1日リ、、ート

12チョ口
14ツインツインジャ
16 ト力7杭

18 
2日
22 
24 
26 
28 
3日

頻度
( 28) 
( 16) 
( 27) 
( 14) 
( 9) 
( 3) 
( 3) 
( 7) 
( 16) 
｛日）
｛日）
｛日）
（巴｝
〔日）
（日｝

N

－
o
G
4
0
4

・T

記号割当白：Q5日.ECiL

NO 語形
1 NR 
3字、、ヨート
5ジ、、ヨート
7ジ、、ヨー！、ージ
9 ソ精一宇
11 ツuーリトリ
13 7ョ白色ジ、ヨー卜
15 トカケ
17 tモリ
l9 
21 
23 
c.5 
07 
29 

'i'5を用する記号は？〉〉
2ロ 3・ 4II 5団
12回 13 14 J!:;. 

10 ~’ 
20 

9函
19 

宕図

18 
7ロ
17 

6回
16 

lロ
11 [!] 

FIG.7 ハンコ割り当て処理中の画面 ( f I G. 4と同じ「トカゲ」の項目である。
既にすべての語形にハンコが割り当てられており、画面下部には矩形系列の
ハンコの一覧が表示されている。 13～20にはまだハンコが登録されていない。

-50ー



EG Lで使用可能なハンコは、①円、②矩形、＠線、④三角、⑤小記号、＠他、の
6系列に分類されており、現在約 70種類のグラフィック記号がハンコとして登録さ
れている。最初に「どの系列のハンコを使いますか？」とのメッセ｝ジが画面下部に
出るので、使いたい系列を指定すると、その系列のハンコが画面下部の枠中に一覧表
となって示される。使用したいハンコの番号を入力し、続いてそのハンコを割り当て
たい語形の番号〈語形の横に示されている〉を指定すると語形一覧表中にハンコが表
示され、割り当てが終了したことが分かるので、次の割り当てに進む。既に割り当て
の済んだ語形に別のハンコを指定すると、画面中のハンコは自動的に書き換えられる。
ハンコや語形の番号の代わりに Bを入力するとひとつ前の画面に戻るので、 「どの
系列のハンコ...Jのメッセージまで戻ればハンコの系列を変更することができる。
ひとつの画面には 30までしか語形が表示されない。これ以上の語形を含むファイル
の場合は、 F6, F 7で語形一覧表をスクロールさせながら割り当てを続ける＜ I9l。
ハンコの割当が終了したら、ファイルにハンコの指定を記録するために、一度EG 
Lファイルを出力しておかねばならない。 「どの系列のハンコ．．．」の画面に戻り、
Fを入力すればよく、ファイル名は通常変更する必要がないほ曲、これで言語地図を
描くためのすべての準備が終了した。
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5. E G Lによる地図作成の実例（ LANDの編集作業から〉

ここでは現在編集作業を進めている LAN  Dから、 EG Lを使用して描いた言語地
図を紹介する。スペースの関係で 3枚にとどめるが、できるだけEG Lの機能がよく
発揮されている地図を選び、処理に要した時間も報告する。



5. 1 「トカゲJ
flG.8は先に異なり語やプレビュー機能の紹介に用いた FトカゲJの言語地図の完
成図である。松江を中心とする調査地域の西部には標準語形／ト前輪／だけが分布して

いるのに対し、調査地域の中央部では米子が中心となって多くの方言形（ ／＇）~斗／・
/')ft斗／・／γョ斗日／・／：；ftョ斗／・／t－ョート／など〉が生み出されている。一方、
大山町海岸部から東の地域もまた独自の変化を示しており、／f3日／・／:J-3－トシ／・
／同守／などが固有の分布領域を確保してい弓。

flG.8上部の言語地図、下部の凡例ともにCR T画面のハードコピーであり、凡例
にはメニュー 5 「グラフィック記号の調整」の画面を利用している。この項目の場合
事前に授業でとりあげたことがあり分布の概要が既にわかっていたので、語形の編集
を始めてから地図の出力を得るまで、 2回の描きなおしを含めて 30分程度であった。
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描かれた地図を、また下半分は記号割当画面をそれぞれ同じ紙にハード

コピーしたものである。 FIG.9, flG.10も同様に作成している。〉

。，u
F
円
U



5. 2 「オタマジャクシとメダカJ
LAN Dでは弓浜半島特に境港を中心に「オタマジャクシ」に多くの方言形が認め
られることが調査の初期から明らかになっていたが〈前Jll,1986）、その原因の一部
が「メダカJをあらわず語形との混同にあることを示すために、両項目を合併して示
したのが FIG.9である。 「オタマジャクシ」に関しては／村マγ＋クシ／・／.＼~t-J ／、
「メダカ」に関しては／ :J.9~1J／ ・／主ンl\。／・／）＼イ／が調査地域の全域に分布する主要
な語形なのだが、弓浜半島の美保湾側〈外浜〉では「：オタマジャクシJを表す語形が
／ね1ド／となっているので「メダカ」を区別するために／カワイ了／という新語形が生
じている。また、両者を区別せずに／ :J.9~1J ／ もしくは／ね）＼。／と呼ぶ地点が中海をと
りまくように分布していることも注目に値するであろう。
F'IG.9を作成するにあたっては「オタマジャクシ」と「メダカJのファイルを事前
に少数の語形に整理しておき、それを「二つのEG L形式ファイルの合併J機能で読
み込んで分析した。ファイルの整理から合併処理を経て地図を描くまで（ 2回の描き
なおしを含めて） 1時聞を少し下回った。
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5. 3 『合勘音の残存率』
島根県出雲地方を中心とするいわゆる出雲方言には中世日本語の姿を反映する合勘
官〈「火事」 「西瓜」 「外国」などを／ kwaz i / / su i kwa / / gwa i koku ／と発
音する現象〉が認められる。 LAN  Dの調査地域は出雲方言の東端にあたるので、調
査票には合助音に関する 10項目を含めておいた〈ただし、 1984,85の両年度は 3項
目のみ〉。現在、日本全国で合助音は急速に標準的な／ ka / / ga ／に変化してい

るが、その標準語化の進展は単語によって大幅に異なっていることが知られている〈
前川，1988）。 rI G.10では合助音に関する 10項目を合併して、そのうち何項目に合
勘音が残存しているかを分析した。残存率が 20%以下の地点は米子・境港の市街地
を除けば地図の東端、鳥取県東伯郡に集中しており、従来報告されてきた出雲方言の
東端にほぼー致している。また弓浜半島・島根半島の全域で強存率が50%前後であ

り、交通の中心である山陰本線・国道9号線沿線よりもかえって標準語化が進んでい
るように見えることも FIG.10の特徴である。ただし、この地域は1984,85年度の調
査地域にあたるので調査項目が少なく、その影響もあるであろう。 r I G.10を作成す
るには合揃音項目のファイルに含まれる語形を 1＝合助音が記錯されている、 O＝記
録されていない、 N＝調査票の変更・調査ミスなどにより記録がない、の 3種に分類
して整理し、合併している。 EG Lのシステムディスクに含まれる ADSU Bという
プログラムは、このように語形が数量で表現されたファ．イルの合併処理を補助するプ

ログラムである。 ADSU BとEG Lを利用した編集作業では、 1 0個のファイルの
編集作業から 4聞の地図書き直しを含めて、 FI G .10の完成まで 2時間弱であった。
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①X Yプロッタによる作図機能 EG Lの本来の狙いは満足のいく地図ができるま
でCR T上で試行錯誤を重ね、最終的にはXYプロッタで高品質の地図を清書できる
ようなシステムである。プロッタへの出力プログラムは現在一部が稼働しているが、
そこでは既に地形などが印刷された白地図にあわせて各種の記号〈ハンコ〉と凡例だ
けを記入していく方式を採用している。また、プロッタのコマンド体系としてはでき
るだけHP-G Lとの互換性老確保するよう努力している。

②凡例のプリンタ出力機能 現在BASI Cのコピー命令によっている凡例の出力
をプリンタによる印字に変える。そのために各種のグラフィック記号を「外字」とし
てプリンタに登録する方式を考えているが、その登録方法がプリンタ毎に違い、苦慮
している。また例えばNE CのPC-PR201の場合最高 85文字までしか外字登
録ができないので、必要に応じてユーザーが登録する記号を選択するオプションが必
要だろう。①とも関係するが、現在普及し始めているレ｝ザービームプリンタをプロ
ッタ・プリンタとして利用できればこの問題の解決策となるだろう。

③地図の拡大・縮小機能 現在の主端である 640×400ドットの CR Tでは解
像度に限界があり、地点が接近している場合にはハンコが重なってしまうことがある
(LAN Dでは境港市と名和町の海岸部で地点が接近している〉。このような場合に
地図の一部を自由に拡大表示できる機能が必要である。 BASI Cではこの種の機能
がWI N D 0 Wコマンドとして用意されているので比較的容易に実現できるはずであ
る。

④データファイルのエディット機能 データファイルの作成・編集のための簡易エ
ディタを作成する。

⑤語形編集機能の拡張 EG Lの最大の特徴である対話型語形編集機能を次の点で
さらに強化する。 7)地点番号を指定して特定のデータを直接編集できるようにする、
イ〉文字列を指定してそれを含む語形を検索・表示できるようにする、ウ〉現在全く利用
していない「備考Jを編集に利用できるようにする、等。

＠異なり語単位の地図作成機能 現在のEG Lシステムでは地点 1(A, B）、地
点2 (A, C）の場合に両地点が語形Aを共有している事実は編集に利用することが
できない。両者は別個の併用パターンだからである。従来の言語地理学ではこのよう
な場合に、同一地点にふたつの記号〈そのうちひとつが共通のもの〉を与える処理が
なされており、 GLAP Sもそれにならっている。．ところで EG Lではそもそもシス
テムの開発がLAN  Dを念頭においておこなわれたので、注(14）に述べた調査上の特
色や③に述べた地点の接近などを考えて現在の方法を採用した。
調査地点が接近した地図の上で、次に使うハンコの大きさを考慮しつつ適当な隙聞
を見つけてハンコを押す作業は人聞にはさほどむずかしぐないが、これを一般的にお
こなうプログラムを書こうとすると非常な困難が予想される。しかし、調査地点が充
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分に散在している地図を処理することもあるし、また従来の慣習を尊重することも必
要である。そこで③の拡大表示機能と組み合わせた形で、異なり語を単位として一地
点に複数のハンコを押す機能を追加することを考えている（ G LAP Sはこの方式を
採用している〉。

この他にも注に述べたものを含め多くの改良が必要であろう。またEG Lは現在約
500 0行のBAS! Cプログラムであるが、これ位の規模になってくるとプログラ
ム中にバグが含まれているのはまず確実である。今後、演習などで多くのユーザーに
利用してもらいながら問題点を洗いだしていこうと思う。

6. 2 調査現場での活用
最後に近年普及が著しいラップトップ型のバ｝ソナルコンビュータでEG Lを使用
するメリットについて述べておきたい。ラップトップ型パソコンとは本体、キーボー
ド、 CR Tに相当する表示装置を一体化させた軽量の持ち運び可能なパソコンである。
最新型のラップトップ機は記憶容量や処理速度の面で通J常のデスクトップ型パソコン
と同等かそれを上回る性能を実現しているし、グラフィック RA Mを備えるようにな
ってきているので、 EG Lを政訂することなく稼働させることができる。 BG Lは既
に収集された資料をまとめて入力して分析する目的にも無論使えるが、ラップトップ
型パソコンの進歩により、より効果的な利用法として、調査中に調査現場で利用する
ことが考えられるようになった。 EG Lでは語形をコ｝ヂィングずる必要がないので、
ラップトップ機を調査地に持ち込めば、ノ一日の調査が終了したところで資料をすべて
そのまま入力することができる。調査地点の座標も簡単に入力できるから、プレビュ
ー機能を利用すれば収集したばかりの資料の分布を確認することができるはずである。
筆者の研究室では予算不足からこのような方法を実際に試す機会をまだ得ていないが、
実現すれば言語調査のあり方が質的に変化する可能性があるのではないかと思う。従
来から各種の臨地調査用マニュアルでは現地でその日のうちにその日の資料を整理す
ることの重要性が例外なく強調されているのだから。

注

(1) 調査の詳細に関しては前川（1986）、同（1988）を参照していただきたい。現在ま
でにこの調査の資料を用いて5編の卒業論文が鳥取大学教育学部に提出されており〈
美坂，1986；足立，1987；伊奈垣，1988；徳橋，1988；深田，1988）、このうち 1
988年に提出された 3論文では分析の道具として EG Lが広範囲に使用されている。
なお、伊奈垣真吾、徳橋毅、深田高史の三氏はEG Lの最初のユーザーとして多くの
バグを発見し、プログラムの改善について非常に有益なコメントを与えてくれた。注
(16）で述べた EG Lの機能は開発時に筆者が想定していなかった用法を彼らが試行錯
誤の過程で発見したものであることを付言して深謝したい。

(2) 徳川・山本(1967'p.27）による。 LAN  Dの場合には『日本言語地図』に比較
すれば調査地点数が少ないためにこの数字がそのままあてはまるわけではない。それ
でも従来の手作業の経験では一枚の地図の作成に数日を要することがめずらしくなか
った。このような能率で作業をおこなうと、一旦一枚の地図が完成すると何か問題点
が残っている可能性があっても、つい「まあ、いいだろう」となってしまう。コンビ
ュータによる作図能率改善がもたらす大きなメリットのひとつは再分析の意欲の確保
である。

(3) 荻野(1975）を読むと， GLAP Sも当初はプロッタ出力をおこなっていたこと
がわかるが、その後のバ｝ジョンアップの過程で出力をラインプリンタに限定したら
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しい。また今のパ｝ジョンに移行した後に執筆された荻野（1977,1981b）では今後プロ
ッタ出力をサポートずる予定があると述べているが、現在はまだ実現していないよう

である。
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(5) ここで「文字Jというのは 1バイト系の文字を考えている。ワープロの用語で
はいわゆる「半角」の文字であり、漢字、平仮名などの「全角J文字は 2バイトを使
用するので、 「2文字」になる。

(6) 拡張子でファイルを選別することはしていないので、データファイルの拡張子

に EGLや TTNを指定しでも正常に読み込まれるし、その後の処理も正常におこなわ

れる。ただし、ファイル管理を混乱させないためにこれらの拡張子は使用するべきで

ないし、 HSTを使用すると後に述べるヒストリーファイルを作成した際にデータファ
イルを消去してしまう危険があるので絶対に使用しではならない。

(7) E G LのシステムディスクにはMS-DO Sのシステム以外に通常以下のファ
イルを入れておく。
1) EGL.BAS 2) CGL.BAS 3) N88BASIC.EXE 4) EGL.BAT 
5) EGL.EXE 6) CGL.EXE 7) N88BASIC.LIB 
8) DZIN.BAS 9) ADSUB.BAS 10) ADSUB.EXE 11) ADSUB.BAT 

ただしインタープリター版だけで使用するならば 5）～ 7）は不要であり、またコンパ
イラ版だけならば 1）～ 4）が不要である。 8）～ 9）は地図の入力やEG Lファイルの
加工に使用するユーティリティープログラムであり、 EG Lの稼働には必要でない。
この他に、 「地形ファイル」や「地点ファイル」もシステムディスクに入れておいた

方が便利である。

(8) デフォルト値とは「ユーザーが何も指定しない場合にシステムが勝手に決定す

る値Jである。例えば処理結果を新しくファイルに書き出すとき、新ファイル名だけ
を指定するとそのファイルはデフォルトのディスクドライブに書き出される。

(9) ファイル名の誤りなどなんらかのエラーが発生すると EG Lは画面にエラーメ
ッセージを表示して中止状態に入り、ユーザーに現在の処理を続行するか中断するか
の選択を要求してくる。ディスクドライブの蓋を閉め忘れた場合などはエラーの原因

を取り除いて続行すればよいが、通常は中断を選択した方がよい。その場合システム

はメニュー 1に戻るようになっている。

(10) GLAP Sの場合プログラムという形で語形編集の記録が残されるが、 EGL 
では対話型処理のため、どのような処理をおこなったかはユーザーの記憶に頼るしか

ない。この欠点を補うためにヒストリーファイルを導入した。
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(11) 既に合併対象となった〈自の〉語形を代表形に指定しようとしたり、再度合併

しようとした場合にもシステムは警告をおこなう。

(12) 併用バターンの一覧表では併用された二つ以上の語形はその聞を 8のマーク
で区切られて表示される。

(13) ただし、併用バターン巳関しては回答順の区別が存在しないので色による区別
はおこなわれない。

(l'l) LAN Dの調査では標準語の分布を知ることも調査の目的のひとつであったの
で〈深田，1988参照〉、明らかに標準語形が方言形と併用されている場合にもそのま
ま両方ともデータファイルに記入している。最初から標準語形をはぶいておけば事態

は多少改善されようが、われわれの経験では一見明らかな標準語と思えたものでも実

際には限定された地理的分布を示したり、同じ方言形の分布領域の中に標準語を併用
する地域とそうでない地域とが分かれていたりすることがあった。

(15) 正確に説明するとメインメモリーが不足するために十分なチャイルド領域を確
保できず、そのために外部コマンドを利用できないのである。チャイルド領域の確保

はEG LのプログラムがBASI Cの CHILD命令を用いておこなう処理なので、現
在のBG LではMS-DO Sの外部コマンドを使用するためにはメインメモリーを確
保すると同時にEG Lプログラムの一部を変更しなければならない。 EG Lの起勤時
にメインメモリーの容量を質問し、自動的に対応するようなシステムの方が望ましい

と思っている。

(16) そのためには、データファイルのすべての併用バターンをひとつに合併してし

まい、語形を他のファイルに絶対に含まれていないものに書き換える。これを EGL 
ファイルとして出力すると、たとえば全地点が事のファイルができる。このファイ
ルと編集したい EG Lファイルとを合併し、 「無視語形」に Sを指定すれば、編集
したいファイルの併用バターンだけが編集画面に表示される。
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(18) 現在の EG Lでは線の種類を選ぶことができず、実線だけを使用する。従って
破線を作りたいときには、細かく「ひと筆書き」を繰り返さなければならない。将来

は各種の線〈実線、破線、鎖線など〉をシステムの方で用意したい。

(19) 記号制当画面は異なり語合併画面とはちがって 1画面全体がスクロールする。

現在、 3画面固まで用意しているので最高 90までの併用パターンにハンコを割り当
てることが可能である。この設定も本文で述べた最大地点数と同じく経験的に決めた
値であるが、必要ならばプログラムを少し書き換えるだけで画面数を増やすことがで

きる。異なり語・併用パターンなどと共に、将来はこうした設定もユーザがメニュー

で変更できるようにした方がよいだろうと思う。

(20) ここでEG Lファイルを再度出力するのはファイルの先頭にどの併用パターン
とどのハンコが対応するかの情報を書き加えるためである（ 3. 8の②参照〉。
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補注

パーソナルコンビュータで稼働する言語地図作成システムとしては、 EG Lより早
く19 8 3年にPC-8801で稼働する SEAL Sが福嶋秩子氏によって発表され
ている。本稿でも当然これを紹介すべきであったのだが、マニュアルが入手できず、
また GLAP Sのように豊富な解説論文があるわけでもないので残念ながら一切言及
することができなかった。 EG Lを正式に公開するまでにはぜひ参考にしたいと思う。


